
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
春
季
大
会

と
き
一
九
九
二
年
五
月
二
十
四
日
（
日
）
午
前
九
時
半
か
ら

と
こ
ろ
芝
蘭
会
館
京
都
市
左
京
区
吉
田
牛
ノ
宮
町
二

プ
ロ
グ
ラ
ム

開
会
の
こ
と
ば
：
…
…
…
…
…
：
…
…
・
・
…
長
門
谷
洋
治

一
大
阪
の
賀
川
家
に
つ
い
て
。
…
。
：
…
：
杉
立
義
一
（
京
都
市
）

あ
い
け
つ

二
堀
元
厚
と
挨
穴
法
ｌ
江
戸
中
期
の
経
穴
学
ｌ

…
．
：
．
：
：
・
・
・
・
…
…
…
…
長
野
仁
（
鋤
治
識
灸
瞬
）

三
尾
見
薫
先
生
の
事
跡
ｌ
胸
部
・
胸
部
外
科
と
麻
酔

さ
き
が
け

科
学
研
究
の
先
駆
ｌ
…
：
：
：
。
：
…
：
・
藤
田
俊
夫
（
京
都
市
）

四
梅
毒
「
口
歯
類
要
」
に
あ
り
：
：
：
：
・
杉
本
茂
春
（
大
阪
市
）

五
一
七
・
一
八
世
紀
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
内
科
医
（
Ｍ
・
Ｄ
・
）
の

出
身
大
学
に
つ
い
て
ｌ
パ
ド
バ
大
学
の
影
響
の
変
遷
Ｉ

。
…
…
：
…
…
…
…
…
…
石
田
純
郎
（
新
見
女
子
短
大
）

§
七
中
国
に
お
け
る
胎
教
の
変
遷

八
養
老
医
疾
令
と
唐
令
と
の
か

一
、

ニ
ノ

養
老
医
疾
令
と
唐
令
と
の
か
か
わ
り
あ
い

．
…
…
：
・
・
…
…
…
・
…
…
山
本

医
学
校
創
設
の
功
労
者
と
し
て

吉
津
度
…
財
．
訓
輔
…
・
叩
…
・
…
…
：

記

事

塑
承
型

の
高
橋
琢
也
と
、
Ｉ
．
〃

訓
：
江
川
義
婚
（
江
》
日
市

…
…
長
谷
部
英
一
〆
（
魂
大
藝
学

；徳
子
（
鄙
浜
塞
巾
謡
） ；院部市

…、 -〆

｜
月
例
会
平
成
四
年
一
月
二
十
五
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
三
番
教
室

一
河
口
信
順
と
杉
田
玄
白
絶
筆
川
島
恂
二

一
歴
史
を
ゆ
が
め
る
も
の
ｌ
医
学
史
研
究
の
方
法
に
ふ
れ
て
ｌ

岡
田
靖
雄

二
月
例
会
平
成
四
年
二
月
二
十
二
日
（
土
）

九
第
四
高
等
中
学
校
医
学
部
に
お
け
る
精
神
病
学

講
義
の
筆
記
録
：
…
…
…
：
：
：
正
橋
剛
二
急
翻
榊
琴

己
大
野
市
医
師
会
蔵
「
女
子
人
体
模
型
」
ｌ
大
日
本
帝
国

大
学
御
用
、
山
越
工
作
所
製
ｌ
…
。
：
岩
治
勇
一
（
大
野
市
）

一
一
絵
葉
書
に
象
る
加
命
堂
脳
病
院
：
…
寺
畑
喜
朔
（
金
沢
医
大
）

三
薬
務
行
政
上
「
直
ち
に
回
収
」
さ
れ
た
唯
一
の
薬
品

溶
解
補
助
剤
ウ
レ
タ
ン
：
：
・
・
・
：
…
…
伊
佐
幸
雄
（
宇
治
市
）

三
ゴ
キ
ブ
リ
考
：
：
…
・
・
：
。
…
・
…
…
…
：
宗
田
一
（
京
都
市
）

西
秦
佐
八
郎
と
そ
の
郷
里
島
根
県
美
都
町

…
…
…
…
・
・
・
：
…
：
：
…
石
原
理
年
（
京
都
大
）

三
『
刑
死
者
解
体
図
』
に
つ
い
て
…
…
和
田
和
代
史
（
京
都
市
）

○
「
守
屋
正
先
生
を
偲
ん
で
」

宗
田
一
・
杉
立
義
一
・
藤
垣
亀
雄
・
中
野
進
・
寺
畑
喜
朔

○
特
別
講
演
「
医
聖
孫
思
迩
と
仏
教
」
…
坂
出
祥
伸
（
関
西
大
学
教
授
）

開
会
の
こ
と
ば
。
…
：
・
・
…
…
：
：
…
…
…
…
杉
立
義
一

例
会
記
録
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一

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
三
番
教
室

一
近
代
朝
鮮
の
女
子
医
学
教
育
三
崎
裕
子

一
人
工
受
精
児
出
現
ト
其
ノ
育
児
論
ヲ
通
ジ
テ
、
大
脳
知
新

時
代
出
現
風
評
一
一
ツ
イ
テ
ノ
私
見
宮
田
十
寸
穗

三
月
例
会
平
成
四
年
三
月
二
十
八
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
三
番
教
室

一
医
心
方
に
お
け
る
夢
の
記
述
に
つ
い
て
槇
佐
知
子

一
長
谷
川
泰
の
大
学
東
校
時
代
よ
り
済
生
学
舎
開
校
ま
で
の
経
過

ｌ
ド
イ
ツ
医
学
導
入
問
題
・
相
良
知
安
の
「
建
白
書
」
・

佐
藤
尚
中
の
済
衆
舎
設
立
Ｉ
唐
沢
信
安

四
月
例
会
平
成
四
年
四
月
二
十
五
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
三
番
教
室

一
ギ
リ
シ
ャ
の
医
史
跡
酒
井
シ
ヅ

一
「
紅
夷
流
道
具
集
解
総
図
式
」
の
成
立
と
そ
の
原
典
に
つ
い
て

蒲
原
宏

「
長
谷
川
泰
の
大
学
東
校
時
代
か
ら
済
生
学
舎
開
校
迄
の
経
過
」

（
ド
イ
ツ
医
学
導
入
問
題
・
相
良
知
安
の
建
白
書
・
佐
藤
尚
中
の
済
衆
舎
）

唐
沢
信
安

長
谷
川
泰
は
新
潟
県
長
岡
市
福
井
町
の
出
身
で
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四

二
）
生
れ
の
蘭
学
者
で
、
特
に
語
学
に
秀
で
た
人
物
で
あ
る
。

泰
は
佐
倉
順
天
堂
の
佐
藤
尚
中
に
医
学
を
学
び
、
更
に
江
戸
幕
府
の
西
洋

医
学
所
に
通
っ
た
。
北
越
戊
辰
戦
争
で
は
、
長
岡
藩
の
軍
医
と
な
り
河
井
継

之
助
に
従
っ
て
戦
い
、
自
宅
も
戦
禍
で
焼
失
し
、
失
意
の
中
に
あ
っ
た
。

そ
の
頃
、
新
政
府
で
は
石
神
良
策
を
中
心
に
新
し
い
「
医
学
校
兼
病
院
」

が
設
立
さ
れ
、
医
学
教
育
の
模
索
が
準
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

斯
く
し
て
長
谷
川
泰
に
も
明
治
二
年
、
佐
倉
順
天
堂
時
代
の
僚
友
相
良
元

貞
よ
り
便
り
が
届
い
た
。
「
此
度
兄
の
相
良
知
安
と
福
井
藩
の
岩
佐
純
の
二

人
が
医
学
校
取
調
御
用
係
と
な
り
、
医
学
校
を
新
た
に
造
る
こ
と
に
な
っ
た
。

教
員
の
人
材
に
困
っ
て
い
る
の
で
上
京
し
な
い
か
」
と
の
要
請
で
あ
っ
た
。

泰
は
父
、
宗
斎
を
郷
里
に
残
し
明
治
二
年
十
月
に
上
京
し
て
い
る
。

東
校
で
は
戊
辰
戦
争
で
功
績
の
あ
っ
た
ウ
イ
リ
ァ
ム
・
ウ
イ
リ
ス
が
独
り

で
学
生
に
講
義
を
行
い
、
負
傷
兵
の
手
当
を
行
っ
て
多
忙
を
極
め
て
い
た
。

こ
の
英
国
公
使
官
医
官
ウ
イ
リ
ス
の
加
療
を
受
け
た
薩
摩
、
長
州
、
土
佐
出

身
の
要
人
達
は
、
彼
の
講
述
す
る
英
国
医
学
を
以
て
、
今
後
の
日
本
の
医
学

の
主
流
と
す
る
風
潮
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
相
良
知
安
と
岩
佐
純
の
二
人
は
、
「
今
後
の
日
本
の
医

学
は
、
ド
イ
ツ
医
学
を
導
入
し
て
行
う
べ
き
で
あ
る
」
と
強
く
主
張
し
た
。

そ
れ
を
学
内
で
強
力
に
支
持
し
た
の
は
長
谷
川
泰
と
石
黒
忠
底
の
二
人
で
あ

っ
た
。
又
、
知
安
の
相
談
に
乗
っ
て
賛
意
を
表
し
た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
生
れ

の
宣
教
師
フ
ル
ベ
ッ
キ
で
あ
っ
た
。
激
し
い
論
争
の
末
、
知
安
の
作
っ
た
建

白
書
を
め
ぐ
っ
て
廟
議
が
開
か
れ
た
。
そ
の
席
上
で
薩
摩
や
土
佐
藩
の
支
援

す
る
「
ゥ
イ
リ
ス
の
英
国
医
学
に
範
を
と
る
」
説
が
破
れ
、
大
学
別
当
の
土

佐
藩
主
、
山
内
容
堂
は
免
職
に
追
い
や
ら
れ
た
。
以
後
、
知
安
は
土
佐
藩
出
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